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「
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
」
か
ら

「
エ
ア
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
」
へ

　

東
武
日
光
線
沿
線
、
栃
木
県
下
都
賀
郡
大
平
町
に

あ
る
日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社
栃
木
事
業
所

は
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
に
日
立
製
作
所
多
賀
工

場
の
分
室
と
し
て
設
立
さ
れ
、
翌
１
９
４
５
年
に
、
日

立
製
作
所
栃
木
工
場
と
し
て
独
立
し
た
。
常
磐
線
と
ほ

ぼ
直
結
さ
れ
る
形
で
設
け
ら
れ
た
関
東
の
ほ
か
の
工
場

と
は
異
な
る
立
地
に
同
工
場
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
日

立
製
作
所
の
創
業
者
、
小
平
浪
平
が
栃
木
県
下
都
賀

郡
の
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
と
い
う
。

　

生
産
さ
れ
て
い
る
の
は
、
エ
ア
コ
ン
、
圧
縮
機
、
冷

蔵
庫
、
そ
し
て
給
湯
機
。
い
ず
れ
も
、
装
置
の
外
部

と
の
間
に
熱
を
交
換
す
る
冷
凍
サ
イ
ク
ル
を
用
い
た
機

器
で
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
場
合
も
、
単
純
な
電
気
加
熱

方
式
と
は
全
く
異
な
る
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
エ
ア
コ
ン
、
圧
縮
機
、
冷
蔵
庫
は
中
国
や
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
海
外
に
も
生
産
拠
点
が
あ
り
、
ビ
ル
単
位
の
大

型
シ
ス
テ
ム
は
清
水
事
業
所
で
、
さ
ら
に
大
き
な
地
域

冷
暖
房
な
ど
の
た
め
の
装
置
は
土
浦
事
業
所
が
担
当
し

て
い
る
が
、わ
れ
わ
れ
が
日
常
に
触
れ
る
エ
ア
コ
ン（
エ
ア・

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
）
の
主
流
は
、
今
も
こ
こ
栃
木
事
業

所
で
生
産
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

で
は
、
日
本
人
の
日
常
生
活
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
に
な
っ
た
エ
ア
コ
ン
の
歴
史
は
ど
の
よ
う
に
始

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

長
年
、
エ
ア
コ
ン
の
設
計
を
手
が
け
て
き
た
横
山
英

範
（
栃
木
空
調
本
部
空
調
シ
ス
テ
ム
設
計
部
部
長
）
は

こ
う
語
る
。

　
「
エ
ア
コ
ン
が
日
立
製
作
所
で
最
初
に
商
品
化
さ
れ
た

の
は
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
で
す
。
こ
の
ウ
イ
ン
ド
ー

形
エ
ア
コ
ン
は
京
都
の
都
ホ
テ
ル
に
納
品
さ
れ
、
や
が
て
、

日
本
人
の
生
活
を
一
新
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
立
の
エ
ア
コ
ン
と
い
え
ば
み
な
さ
ん
お
な
じ
み
の

『
白
く
ま
』
マ
ー
ク
は
、
１
９
５
９
年
に
出
荷
さ
れ
た
製

品
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、翌
１
９
６
０
年
に
は
、日
立
で
は
『
ル
ー
ム
ク
ー

ラ
ー
』
と
い
う
呼
び
名
を
つ
け
、
こ
の
名
前
は
エ
ア
コ
ン

の
代
名
詞
と
も
な
って
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、『
ル
ー
ム

ク
ー
ラ
ー
』
元
年
の
翌
年
、
１
９
６
１
年
に
は
、
日
立
で

は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
の
冷
房
・
暖
房
と
も
に
使
え
る

エ
ア
コ
ン
を
発
売
、『
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
』
と
い
う
名
は
も

は
や
こ
の
時
点
で
正
確
な
も
の
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
い

ま
す
」

　
エ
ア
コ
ン
で
は
、
沸
点
が
水
よ
り
低
い
冷
媒
と
い
う
物

質
が
室
外
機
と
室
内
機
と
の
間
を
循
環
し
熱
を
循
環

さ
せ
る
。
冷
媒
は
冷
や
す
と
液
体
に
、
温
度
を
高
め
る

と
気
体
に
な
る
。

　

冷
房
運
転
の
場
合
、
冷
媒
は
室
外
機
に
あ
る
圧
縮

機
（
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
）で
圧
縮
さ
れ
、高
圧
で
高
温
（
外

気
温
度
よ
り
高
い
温
度
）
の
ガ
ス
の
状
態
と
な
る
。
こ
の

高
圧
で
高
温
の
ガ
ス
冷
媒
は
、
室
外
機
に
設
置
さ
れ
た

室
外
熱
交
換
器
（
コ
ン
デ
ン
サ
ー
）
に
通
さ
れ
液
冷
媒

に
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熱
を
大
気
中
に
放
出
す
る
。

言
い
方
を
換
え
れ
ば
、
外
気
で
冷
や
す
。
室
外
機
の
あ

の
夏
の
大
気
よ
り
も
熱
い
風
は
排
熱
に
よ
る
も
の
だ
。

　

そ
し
て
、
熱
交
換
さ
れ
た
冷
媒
は
減
圧
装
置
に
よ
り

圧
力
を
下
げ
、
低
圧
で
低
温
の
液
冷
媒
と
な
る
。
こ
の

液
冷
媒
は
、
室
内
機
に
送
ら
れ
、
室
内
熱
交
換
器
（
エ

バ
ポ
レ
ー
タ
ー
）
を
通
り
、
液
冷
媒
か
ら
ガ
ス
冷
媒
に

変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
室
内
空
気
か
ら
熱
を
奪
う
。
こ

の
と
き
、
冷
や
さ
れ
た
空
気
が
、
エ
ア
コ
ン
か
ら
吹
き
出

さ
れ
る
冷
た
い
風
だ
。
そ
し
て
、
ガ
ス
冷
媒
は
再
び
室

外
機
の
圧
縮
機
に
送
ら
れ
る
。

　

暖
房
の
場
合
は
、
よ
く
あ
る
誤
解
だ
が
、
電
熱
器
の

よ
う
に
電
力
を
直
接
熱
に
変
換
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

冷
媒
の
流
れ
が
冷
房
運
転
の
逆
と
な
る
。
暖
房
モ
ー
ド

で
は
、
圧
縮
機
で
高
圧
で
高
温
の
状
態
に
な
っ
た
ガ
ス

冷
媒
は
室
内
機
に
送
ら
れ
、
室
内
熱
交
換
器
で
液
冷

媒
に
変
化
し
、
室
内
空
気
を
暖
め
る
。
そ
の
後
、
減
圧

装
置
を
通
っ
て
減
圧
さ
れ
、
低
圧
で
低
温
の
液
冷
媒
と

な
り
、
室
外
熱
交
換
器
で
ガ
ス
冷
媒
に
変
化
し
て
大
気

か
ら
熱
を
奪
う
。
こ
れ
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
給
湯
機
の

原
理
と
同
じ
だ
。

　

こ
の
発
熱
は
断
熱
圧
縮
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
、
手
っ

取
り
早
く
実
感
す
る
に
は
、
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
に
ポ
ン

プ
で
空
気
を
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
詰
め
込
ん
で
や
れ
ば
よ

い
。
タ
イ
ヤ
に
触
る
と
、
熱
く
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く

だ
ろ
う
。
冷
却
に
は
逆
に
、
断
熱
膨
張
と
い
う
現
象
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
エ
ア
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
と
は
、
建
物
や
室
内
の
空

気
を
快
適
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
も
の
。
最
も
重
要
な

機
能
は
、こ
う
し
た
温
度（
室
温
）の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
が
、

ド
ラ
イ
機
能
に
よ
る
湿
度
の
制
御
に
は
じ
ま
り
、
現
在

で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
よ
う
な
花
粉
な
ど
大

気
中
の
微
粒
子
の
除
去
性
能
ま
で
備
え
て
い
る
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
う
し
た
進
歩
の
リ
ー
ド
役
と
し
て
、
日
立
で
は
、
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１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
に
は
す
で
に
、
日
本
初
の
冷
・

暖
房
・
ド
ラ
イ
機
能
つ
き
の
タ
イ
プ
を
発
売
し
て
い
る
。

モ
ー
タ
ー
運
転
の
機
能
を
飛
躍
さ
せ
た

「
イ
ン
バ
ー
タ
ー
」
と
「
P
A
M
」

　

商
品
化
さ
れ
て
30
年
余
り
。
エ
ア
コ
ン
は
こ
う
し
て

進
化
を
遂
げ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
消
費
者

に
は
見
え
な
い
形
で
の
最
大
の
技
術
革
命
が
実
現
し
た

の
は
、
エ
ア
コ
ン
の
あ
る
家
庭
が
当
た
り
前
と
な
っ
た

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
年
、
日
立
で
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
の
エ
ア
コ
ン
の

商
品
化
に
成
功
し
て
い
る
。

　

知
っ
て
の
と
お
り
、
発
電
所
か
ら
工
場
に
届
け
ら
れ

る
電
気
は
、「
交
流
」
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
交

流
の
場
合
、
電
圧
の
極
性
は
一
定
周
期
で
逆
転
す
る
。

家
庭
用
で
は
単
相
交
流
、
工
場
用
で
は
三
相
交
流
が
主

に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
バ
ー
タ
ー
と
は
、
こ
の
交
流
電
圧
を
直
流
に
い
っ

た
ん
変
換
し
、
さ
ら
に
も
う
一
度
交
流
に
変
換
す
る
こ

と
で
、
電
圧
や
電
流
の
大
き
さ
を
き
め
細
か
に
制
御
す

る
こ
と
が
で
き
る
技
術
で
あ
る
。
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
の

利
点
は
以
前
か
ら
理
論
的
に
は
わ
か
っ
て
い
た
の
だ
が
、

交
流
か
ら
直
流
へ
の
変
換
に
必
要
な
大
電
力
に
耐
え
ら

れ
る
半
導
体
素
子
や
、
変
換
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
難
し
く
、
１
９
８
０
年
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
実

用
化
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
バ
ー
タ
ー
と
い
う
言
葉
は
、
近
年
で
は
家
電
製

品
の
世
界
で
も
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
応
用
範
囲
は
ず
っ
と
広
く
、
こ
の
連
載
企
画
で
取
り

上
げ
た
笠
戸
事
業
所
の
新
世
代
新
幹
線
も
、
水
戸
事

業
所
で
生
産
さ
れ
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
、
イ
ン
バ
ー

タ
ー
技
術
に
よ
っ
て
大
き
な
技
術
革
新
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

で
は
イ
ン
バ
ー
タ
ー
以
前
の
エ
ア
コ
ン
と
比
べ
、
イ
ン

バ
ー
タ
ー
を
採
用
し
た
エ
ア
コ
ン
は
ど
こ
が
優
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？　

イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
の
最
大
の
利
点

は
、
いっ
た
ん
交
流
を
直
流
に
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
電

圧
や
電
流
の
大
き
さ
を
自
由
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
に
あ

る
。
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
の
登
場
前
に
も
っ
ぱ
ら
使
用

さ
れ
て
い
た
誘
導
モ
ー
タ
ー
は
、
流
れ
る
電
流
の
交
流

周
波
数
（
サ
イ
ク
ル
）
に
よ
っ
て
、
実
現
可
能
な
回
転

数
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
欠
点
を
克
服
し
、
自

由
自
在
に
回
転
数
を
変
化
さ
せ
、パ
ワ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
の
が
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
の
優
れ
た
点
だ
。

　

ま
た
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
で
交
流
を
直
流
に
変
換

し
た
あ
と
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
製
品
の
モ
ー
タ
ー
を
駆
動

さ
せ
る
に
は
二
つ
の
方
式
が
あ
り
、
一
つ
目
は
、
こ
の

直
流
を
も
う
一
度
交
流
に
変
換
さ
せ
、
再
変
換
さ
せ

る
と
き
に
周
波
数
を
変
え
、
誘
導
モ
ー
タ
ー
の
回
転
数

を
制
御
す
る
交
流
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
で
あ
る
。
日
立

製
作
所
全
体
で
い
う
な
ら
、
笠
戸
事
業
所
で
製
造
し

て
い
る
新
幹
線
車
輛
は
こ
の
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に
日
立
が
最
初
の
イ
ン
バ
ー

タ
ー
エ
ア
コ
ン
を
販
売
し
た
と
き
、
他
社
で
は
こ
の
「
交

流
→
直
流
→
交
流
」
方
式
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

日
立
で
は
あ
え
て
、
強
力
な
永
久
磁
石
を
回
転
子
に
用

い
て
、
励
磁
の
た
め
の
電
流
が
い
ら
ず
、
省
エ
ネ
性
に
優

れ
た
直
流
ブ
ラ
シ
レ
ス
方
式
を
採
用
し
た
。
緻
密
か
つ

精
密
な
電
流
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
と
独
自
の
磁
極
位
置
検
出

技
術
に
よ
り
、
ブ
ラ
シ
の
な
い
回
転
子
を
駆
動
さ
せ
る
と

い
う
こ
の
方
式
は
、
エ
ア
コ
ン
用
と
し
て
は
世
界
で
も
最

初
の
も
の
で
あ
っ
た
。の
ち
に
は
、畑
違
い
で
あ
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
世
界
で
も
、
や
は
り
永
久
磁
石
を
採
用
し
た
小

型
モ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
り
、
機
械
室
ス
ペ
ー
ス
が
不
要

の
新
世
代
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
時
代
が
訪
れ
て
い
る
。

　

時
代
は
さ
ら
に
飛
ん
で
現
在
に
近
づ
く
と
、
日
立

で
は
直
流
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
の
改
良
を
深
化
さ
せ
、

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
に
、
業
界
に
先
駆
け
て
Ｐ
Ａ

Ｍ
（
パ
ル
ス
振
幅
変
調
）
と
い
う
制
御
方
式
を
導
入
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

Ｐ
Ａ
Ｍ
で
は
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
昇
圧
チ
ョ
ッ
パ
ー

制
御
と
波
形
成
形
技
術
を
活
用
し
、
交
流
電
源
か
ら

整
流
し
て
生
成
し
た
直
流
電
圧
の
大
き
さ
を
無
段
階
に

調
整
し
て
い
る
。

　

従
来
の
交
流
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
で
は
、
イ
ン
バ
ー

タ
ー
に
よ
り
再
変
換
し
た
交
流
の
サ
イ
ク
ル
は
自
由
に

変
え
ら
れ
る
も
の
の
電
圧
は
一
定
で
、
回
転
数
が
上
げ

ら
れ
る
と
い
っ
て
も
調
整
幅
は
狭
く
、
ま
た
低
い
回
転

数
だ
と
、
用
い
る
誘
導
モ
ー
タ
ー
の
性
質
上
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
が
大
き
く
低
下
し
て
し
ま
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
Ｐ
Ａ
Ｍ
方
式
で
は
、
高
回
転
か
ら
低
回
転

ま
で
、
モ
ー
タ
ー
に
印
加
す
る
電
圧
を
、
運
転
状
態
に

最
も
適
し
た
値
に
無
段
階
に
か
つ
広
範
囲
に
調
整
で
き

る
の
で
、
電
圧
が
高
く
ハ
イ
パ
ワ
ー
で
高
い
回
転
数
が
必

要
な
暖
房
の
立
ち
上
が
り
か
ら
、
電
圧
を
低
く
抑
え
、

き
わ
め
て
ゆ
っ
く
り
と
し
た
回
転
に
よ
る
超
省
エ
ネ
運

転
ま
で
、
ど
の
段
階
で
も
理
想
的
な
運
転
が
可
能
に
な

る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
周
波
数
も
電
圧
も
自
在
に
変
え
ら
れ
る
Ｐ
Ａ

日本初の温度・湿度センサー付
冷暖房ドライタイプ
RAS-2207WLL　1980 年

世界初の直流インバーターエアコン
RAS-2223H　1983 年
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Ｍ
方
式
の
有
利
さ
は
す
ぐ
に
実
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
長
期
運
転
実
験
に
よ
り
、
１
年
分
の
電
気
代
を

25
％
分
も
安
く
で
き
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
比
較
は
、
Ｐ
Ａ
Ｍ
エ
ア
コ
ン
出
現
以
前
の

最
新
の
タ
イ
プ
と
比
べ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
昔
、

11
年
前
の
も
の
と
比
べ
る
と
、
現
在
の
Ｐ
Ａ
Ｍ
エ
ア
コ
ン

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
約
２
倍
、
消
費
電
力
の
コ

ス
ト
も
半
分
近
く
へ
と
驚
異
的
な
省
エ
ネ
を
実
現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

エ
ア
コ
ン
の
心
臓
、

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
技
術
革
新

　

家
電
製
品
に
お
い
て
、
モ
ー
タ
ー
は
あ
く
ま
で
も
、

外
と
内
と
で
熱
を
交
換
し
、
冷
房
、
暖
房
を
行
う
た

め
の
動
力
の
も
と
。
モ
ー
タ
ー
や
冷
媒
ば
か
り
で
な
く
、

循
環
シ
ス
テ
ム
全
体
の
進
歩
と
あ
い
ま
っ
て
は
じ
め
て
、

本
当
の
意
味
で
の
革
新
は
な
さ
れ
る
。

　

な
か
で
も
重
要
な
の
は
、
冷
媒
を
圧
縮
し
て
高
圧
に

し
、
循
環
さ
せ
る
た
め
の
室
外
機
の
仕
組
み—

—

コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
技
術
の
向
上
だ
。
エ
ア
コ
ン
の
冷
媒
を
人
間
の

血
液
に
た
と
え
る
な
ら
、
室
外
機
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
は

心
臓
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
心
臓
部
に
は
、現
在
、二
つ
の
方
式
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
方
式
。

　

自
動
車
の
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
と
形
状
は
同
じ
で
、

中
空
の
円
柱
の
内
壁
に
、
円
柱
の
中
心
か
ら
少
し
は
ず

れ
た
と
こ
ろ
に
回
転
軸
を
も
つ
ロ
ー
ラ
ー
が
接
し
て
い

る
。
ロ
ー
ラ
ー
は
回
転
し
、
円
柱
内
壁
の
吸
い
込
み
口

か
ら
冷
媒
を
吸
い
込
む
。
さ
ら
に
回
転
す
る
と
、
三
日

月
形
の
空
間
（
隙
間
）
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
冷
媒
は
圧

力
が
か
か
っ
た
状
態
で
回
転
移
動
し
、
三
日
月
の
反
対

側
が
吐
き
出
し
口
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
噴
出
さ
れ
る
。

　
ロ
ー
ラ
ー
の
回
転
運
動
に
よ
る
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な

構
造
で
、信
頼
性
も
高
い
が
、い
く
つ
か
の
欠
点
が
あ
る
。

　

圧
縮
が
ほ
ぼ
一
挙
に
行
わ
れ
、
前
後
の
圧
力
差
が
高

す
ぎ
て
、
冷
媒
が
漏
れ
や
す
い
う
え
に
、
ロ
ー
ラ
ー
が

常
に
、
遠
心
力
が
強
い
片
側
に
偏
る
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
な
状
態
に
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
た
め

に
、
低
速
で
は
回
転
に
ム
ラ
が
生
じ
、
振
動
も
起
こ
り

や
す
い
。
ま
た
、
冷
媒
の
噴
出
が
間
欠
的
で
、
吐
き
出

し
口
に
逆
流
防
止
の
弁
も
必
要
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
も
う
一
つ
、

渦
巻
き
形
ポ
ン
プ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
ス
ク
ロ
ー
ル
方

式
が
考
案
さ
れ
た
。

　

ス
ク
ロ
ー
ル
方
式
で
は
、
中
空
円
筒
に
外
壁
側
か
ら

冷
媒
を
注
入
す
る
の
は
同
じ
だ
が
、
内
部
に
、
ど
ち
ら

も
渦
巻
き
形
の
固
定
ス
ク
ロ
ー
ル
と
旋
回
ス
ク
ロ
ー
ル
を

組
み
合
わ
せ
て
配
置
し
て
あ
る
。

　

固
定
ス
ク
ロ
ー
ル
の
中
心
は
中
空
円
柱
と
同
じ
。
そ

の
渦
巻
き
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
旋
回
ス
ク
ロ
ー
ル
は

中
心
が
ず
れ
て
お
り
、
三
日
月
状
の
、
し
か
も
、
い
く

つ
も
の
隙
間
が
外
壁
と
固
定
ス
ク
ロ
ー
ル
、
旋
回
ス
ク

ロ
ー
ル
の
間
に
生
じ
る
。
旋
回
ス
ク
ロ
ー
ル
が
回
転
す
る

と
、
外
部
か
ら
注
入
さ
れ
た
冷
媒
は
三
日
月
状
の
隙
間

と
と
も
に
移
動
し
、
渦
を
描
き
な
が
ら
中
心
部
に
運
ば

れ
て
ゆ
く
。
し
か
も
、
隙
間
は
中
心
に
近
づ
く
ほ
ど
狭

く
な
る
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
、
し
か
し
確
実
に
、
冷
媒

の
圧
力
は
高
ま
っ
て
ゆ
く
。
最
終
的
に
は
、
冷
媒
ガ
ス

パワーと省エネを両立させたPAM 制御エアコン
RAS-2810HX　1997 年PAMとスクロール技術を駆使した室外機

コンプレッサーの性能を飛躍的に高めたスクロール圧縮機

高い工作精度が要求される渦巻き形スクロール
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［ロータリー方式］

［スクロール方式］
ガス

吸い込み口

圧縮室

吐き出し口

旋回
スクロール

固定
スクロール

吐き出し口 吸い込み口

ローラー



は
中
空
円
柱
の
中
心
に
あ
る
吐
き
出
し
口
か
ら
軸
方
向

へ
と
噴
き
出
さ
れ
る
。

　

き
わ
め
て
高
い
工
作
精
度
が
要
求
さ
れ
る
が
、
こ
の

方
式
な
ら
漏
れ
も
少
な
く
高
効
率
で
あ
る
。
ま
た
、
ス

ク
ロ
ー
ル
の
滑
ら
か
な
回
転
に
よ
る
重
心
の
移
動
、
つ
ま

り
、ガ
タ
ガ
タ
揺
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、低
振
動・

低
騒
音
が
実
現
で
き
る
。

暖
房
効
率
の
向
上
、

冷
え
な
い
ド
ラ
イ
機
能
、
抗
菌
効
果
…
…

　

現
在
の
日
立
エ
ア
コ
ン
の
主
流
は
、こ
の
旋
回
ス
ク
ロ
ー

ル
形
を
さ
ら
に
改
良
し
た
Ｓ
Ｓ（
ス
ム
ー
ズ・ス
ク
ロ
ー
ル
）

方
式
へ
と
移
行
し
、
さ
ら
に
性
能
を
高
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
方
式
も
捨
て
去
ら
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
圧
縮
の
多
段
化
と
い
う
方
法
に
よ

り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
方
式
は
「
ダ
ブ
ル
ア
ク
セ
ル
シ
ス
テ
ム
」

の
名
の
も
と
で
、
最
新
製
品
と
し
て
復
活
し
た
。

　

こ
の
ダ
ブ
ル
ア
ク
セ
ル
方
式
に
は
も
う
一
つ
の
特
徴

が
あ
る
。
エ
ア
コ
ン
を
暖
房
と
し
て
用
い
る
場
合
、
室
内

機
の
熱
交
換
機
で
熱
を
放
出
、
冷
や
さ
れ
た
冷
媒
は
、

す
べ
て
が
液
化
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ガ
ス
と
液
体
が

混
じ
っ
た
状
態
の
ま
ま
で
、
室
外
機
の
熱
吸
収
シ
ス
テ

ム
に
た
ど
り
つ
い
て
し
ま
う
。
こ
の
ガ
ス
は
戸
外
の
熱
を

吸
収
す
る
効
率
を
著
し
く
阻
害
し
て
し
ま
う
。

　

ダ
ブ
ル
ア
ク
セ
ル
で
は
、
室
内
機
と
室
外
機
と
を
結

ぶ
配
管
の
途
中
で
ガ
ス
状
の
冷
媒
を
分
離
し
て
、
ダ
ブ

ル
ア
ク
セ
ル
の
低
圧
部
と
高
圧
部
の
間
に
送
り
込
ん
で

や
る
。こ
れ
に
よ
り
、熱
交
換
の
効
率
は
格
段
に
高
ま
る
。

　

現
在
の
日
立
で
は
、
比
較

的
大
型
の
製
品
に
向
い
た

二
段
式
ロ
ー
タ
リ
ー—

—

ダ
ブ
ル
ア
ク
セ
ル
シ
ス
テ
ム

と
ス
ク
ロ
ー
ル
方
式
の
二
本

立
て
で
、
エ
ア
コ
ン
市
場
を

牽け
ん
い
ん引
し
て
い
る
。

　
「
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
エ

ア
コ
ン
の
暖
房
効
率
は
、
発

電
所
の
発
電
効
率
を
考
慮

し
て
も
ガ
ス
や
石
油
暖
房
機

を
上
回
っ
て
お
り
、
ダ
ブ
ル
ア
ク
セ
ル
に
よ
っ
て
、
暖
房

効
率
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
」

　

と
聞
い
て
も
、
な
お
腑ふ

に
落
ち
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ガ
ス
や
石
油
の
ヒ
ー
タ
ー
の
ほ
う
が
、
吹
き
出
す
風
は

ず
っ
と
暖
か
い
の
で
は
な
い
か
？

　

そ
の
と
お
り
、
風
の
温
度
そ
の
も
の
は
、
エ
ア
コ
ン
の

暖
気
よ
り
も
ガ
ス
や
石
油
の
ほ
う
が
上
。
熱
す
ぎ
る
く

ら
い
だ
。
し
か
し
、
部
屋
全
体
を
暖
め
る
た
め
の
総
合

的
な
効
率
と
コ
ス
ト
で
は
、
エ
ア
コ
ン
と
ガ
ス
や
石
油
の

勝
負
は
、
も
は
や
互
角
、
実
は
エ
ア
コ
ン
の
ほ
う
が
上
と

いっ
て
も
よ
い
段
階
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。

　
「
今
、
エ
ア
コ
ン
を
め
ぐ
っ
て
は
、
チ
リ
や
花
粉
に
対

す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
、
あ
る
い
は
、
日
立
で
も
前
面
に
出
し

て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
に
よ
る
抗
菌
効
果
、
さ
ら
に
は

フ
ィ
ル
タ
ー
の
目
づ
ま
り
を
防
ぎ
、
掃
除
の
手
間
を
省

く
機
能
な
ど
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ル

タ
ー
を
内
蔵
し
た
換
気
扇
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
、

き
わ
め
て
ク
リ
ー
ン
な
給
気
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
、
そ

し
て
も
う
一
つ
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
大
事
な
の
が
『
冷

え
な
い
ド
ラ
イ
機
能
』
で
す
」

　

か
つ
て
ド
ラ
イ
機
能
と
い
え
ば
、
あ
く
ま
で
も
、「
冷

房
」
の
副
産
物
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
や
吸
い
込
ん
だ

大
気
を
冷
や
し
て
湿
気
を
抽
出
し
た
の
ち
、
こ
の
冷
え

た
空
気
を
室
外
機
の
廃
熱
の
一
部
を
室
内
機
に
導
く

こ
と
に
よ
っ
て
暖
め
る
と
い
う
、
冷
え
な
い
ド
ラ
イ
「
カ

ラ
ッ
と
除
湿
」
が
実
現
、
ド
ラ
イ
と
い
え
ば
寒
く
な
る

と
い
う
昔
の
常
識
は
消
え
失
せ
た
。

　

給
気
シ
ス
テ
ム
や
フ
ィ
ル
タ
ー
機
能
と
併
用
す
れ
ば
、

カ
ビ
や
ダ
ニ
、
よ
ど
ん
だ
空
気
、
湿
気
と
は
全
く
無
縁

の
室
内
環
境
を
エ
ア
コ
ン
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
で
も
維
持

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
」
と
い
う
呼
び
名
の
と
お
り
、
冷

房
装
置
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
エ
ア
コ
ン
は
、
快
適
で
ク

リ
ー
ン
な
理
想
の
室
内
環
境
を
ト
ー
タ
ル
に
演
出
す
る
、

環
境
創
造
装
置
と
も
い
う
べ
き
マ
ル
チ
な
シ
ス
テ
ム
と

し
て
変へ
ん
ぼ
う貌
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ス
テ
ン
レ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
と
ふ
き
取
り
方
式
掃
除
機
構

熱交換 器。銅パ
イプ（直径８㎜）と
アルミの集合フィ
ン（厚さ0.095㎜）
からなる。熱交換
効率を上げるため、
銅パイプ内部にも
らせん状の溝が切
られるなど細かい
工夫が。
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清浄な空気をつくるために、可能な限りの技術を結集している。まず、フィルターのメッ
シュを微細化することでエアコン内部に入る汚れを抑制。このフィルターをはじめ、内
部には汚れが付着しにくく除菌効果も高いステンレス素材を採用し、空気の通り道を
クリーンに保つとともに、フィルターに付着した汚れは自動で掃除する。こうして室内

に送り出す風を清浄に保つ。さらに、空気から水をつくって「イオンミスト」を発生させ、
これを部屋のすみずみにまで放出することで、ウイルス・菌・カビ菌を約 99.99％抑制
し、カーテンやカーペットにしみ込んだニオイも脱臭する。

最新型のステンレス・クリーン「白くまくん」　2007年


